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●序論● 
 ITFのPLAY+STAYプログラム（表1）の有効性を考える上での
基礎的な知見を得るため，グリーンボールに着目して，ジュニア
テニス選手におけるボールの違いがゲームに与える影響を明らか
にすることを目的とした． 

●本論● 
方法：グリーンボールでトレーニングをおこなっているジュニア
10名（以下G群），イエローボールでトレーニングをおこなって
いるジュニア10名（以下Y群）を対象として（表2），体力測定と
テニスの試合をイエローボールとグリーンボールを用いてそれぞ
れを行い，比較・検討した． 

表1 PLAY+STAYプログラム 

表2 被験者プロフィール 

②体力と戦術の関係性 
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図3 G群とY群における左右5分割 

図2 G群およびY群のDrop shots % 

③G群におけるグリーンボールとイエローボールの比較 

表3 G群における体力と戦術の相関係数  
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④Y群におけるイエローボールとグリーンボールの比較 

図5 G群における20分割ポジション 
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図6 Ｙ群におけるプレー時間 

  
実践面への示唆：本研究では，ジュニアテニス選手において，グ
リーンボールを用いたトレーニングは，①ゲームの中でドロップ
ショットを使う戦術，②ジャンプ能力や敏捷性などフットワーク
の要求を高めて，動きながらボールを打つ技術，③よりネットの
近くにポジショニングし，テンポの早いラリーの中でのリズムや
タイミング，のトレーニングにおいて有効である可能性が示唆さ
れた． 
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図7 Y群における前後4分割ポジション 

G群は弾みにくいグリーンボールの 
特徴を利用し，ゲームの中で 

Drop shotを多く使用している 

結果および考察 
①G群のグリーンボールとY群のイエローボールの比較 

SLJ SJ CMJ RDJindex Spider Height Weight

Winners (Inc. Service) % 0.47 0.72* 0.75* 0.78* -0.80* 0.72 0.56

Net Approaches % 0.43 0.39 0.10 0.44 -0.19 0.32 0.12

Net Approaches Won % -0.51 -0.51 -0.57 -0.31 0.45 -0.43 -0.28

Drop Shots % 0.12 0.37 0.28 0.25 -0.43 0.43 0.56

Drop Shots Won % -0.06 0.11 0.26 -0.02 0.01 0.02 0.03

＊p < 0.05

ウィナーを取るには，適切な打点に入ったり，早いタイミング 
で打って相手の時間を奪ったりするフットワーク能力の重要性が高い． 
Y群においては，全ての項目間に相関関係がみられなかった．    

弾みやすいイエローボールに変わり， 
ボールのバウンドがより高くなるので 
ボールに追いつく時間が生まれて 
相手に取られやすくなると判断し， 

ドロップショットを選択する場面が減った．  

グリーンボールは，バウンド 
後に時間的余裕があるため， 

打点を前にとって， 
クロス方向にボールを 
コントロールしやすい 

弾みにくいボールに変わり，ポジションを前に 
移動したことでボールを打つタイミングが早まり， 

プレー時間が短くなった．  

  G群 （n=10） Y群 （n=10） 

トレーニングで使用するボール グリーン イエロー 

年齢（歳） 9.6±0.7 9.7±0.5 

身長（cm） 136.3±4.2 137.7±7.6 

体重（kg） 29.4±3.1 33.8±7.3 

テニス歴（年） 4.4±0.5 5.6±1.5 

グリーンボール歴（年） 0.7±0.5 0.0  

1週間の練習回数（回） 4.4±0.7 5.5±0.9 

イエローボールに変わり， 
バウンドが高くなり 
ポジションを後ろに下げる， 
時間的余裕がなくなり打点が遅れ， 
センター付近にボールが集まる．  


